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●
本
予
算
は
、
前
年
度
比
一
・
五
％
増
の

総
額
二
百
三
十
八
億
円
が
計
上
さ
れ
、
前

年
度
に
引
き
続
き
、
堅
実
で
あ
り
な
が
ら

も
政
策
推
進
を
取
り
入
れ
た
実
践
型
の
予

算
編
成
と
な
っ
て
い
る
。
歳
入
で
は
、
根

幹
を
な
す
市
税
が
、
税
制
改
正
や
企
業
業

績
の
好
調
な
ど
に
よ
る
市
民
税
の
増
収
か

ら
、
前
年
度
比
十
三
億
三
千
万
円
の
増
を

見
込
ん
で
い
る
。
一
方
、地
方
譲
与
税
は
、

税
源
移
譲
に
伴
う
所
得
譲
与
税
の
廃
止
に

よ
り
前
年
度
比
六
億
一
千
万
円
余
の
減
、

地
方
債
は
、
減
税
補
て
ん
債
の
皆
減
等
に

よ
り
前
年
度
比
四
億
四
千
万
円
の
減
を
見

込
ん
で
い
る
。
歳
出
で
は
、
九
つ
の
政
策

の
実
現
に
向
け
、
そ
の
重
点
テ
ー
マ
の
一

つ
で
あ
る
安
全
・
安
心
事
業
で
は
、
国
の

緊
急
地
震
情
報
等
を
市
民
に
瞬
時
に
伝
え

る
た
め
の
防
災
行
政
用
無
線
装
置
の
改
修
、

児
童
の
視
線
に
合
わ
せ
た
セ
ー
フ
テ
ィ
ミ

ラ
ー
等
の
設
置
、
木
造
住
宅
の
耐
震
化
に

対
す
る
助
成
の
拡
充
、
小
学
校
の
耐
震
補

強
工
事
な
ど
各
種
事
業
が
心
強
く
盛
り
込

ま
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
子
育
て
支
援
や

バ
リ
ア
フ
リ
ー
施
策
、
都
市
基
盤
整
備
の

推
進
な
ど
思
い
や
り
や
活
気
の
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
重
要
な
施
策
の

た
め
の
経
費
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
多
種

多
様
な
市
民
ニ
ー
ズ
を
汲
み
取
り
、
各
種

施
策
に
反
映
さ
れ
て
い
る
も
の
と
評
価
す

る
。
今
後
と
も
社
会
経
済
の
情
勢
を
見
据

え
つ
つ
、
効
率
的
な
行
政
運
営
を
着
実
に

進
め
、
九
つ
の
政
策
の
実
現
を
目
指
す
こ

と
を
お
願
い
し
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

　

平
成
十
九
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
三
月
定
例
会
最
終
日
に
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
決
に
先
立
ち
、
同
予
算
に
対
す
る
討
論

が
さ
れ
、
三
人
の
議
員
が
賛
成
意
見
を
、
三
人
の
議
員
が
反
対
意

見
を
述
べ
ま
し
た
が
、
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

比　　較
平成１８年度
（円）

平成１９年度
（円）

会　計　名
伸率
（％）

増減
（円）

　１．５３億５千万２３４億５千万２３８億　　　一　般　会　計

 ２０．８１４億６千万７０億１千万８４億７千万国民健康保険事業

特　

別　

会　

計

△９．０△３億１千万３４億３千万３１億２千万老人保健医療事業

　７．２２億５千万３４億６千万３７億１千万下 水 道 事 業

　６．９１億１千万１６億　　　１７億１千万
深谷中央特定土地
区 画 整 理 事 業

　６．５１億４千万２１億６千万２３億　　　介 護 保 険 事 業

　９．３１６億５千万１７６億６千万１９３億１千万計

　４．９２０億　　　４１１億１千万４３１億１千万合　　　　計

一
般
会
計
予
算
に
対
す
る
討
論

一
般
会
計
予
算
に
対
す
る
討
論

●平成１９年度各会計の予算規模

一般会計予算の内訳

２３８億円�

歳　入�

市債�
９億３，８９０万円�
　　　（３．９％）�

市税�
１４０億７，８６６万円�
　　　（５９．１％）�

県支出金�
１０億６，７７９万円�
　　　（４．５％）�

国庫支出金�
２５億６，６０４万円�
　　　（１０．８％）�

諸収入�
８億７，４２５万円�
　　　（３．７％）�

国有提供施設等�
所在市町村助成�
交付金等�
１０億２，３００万円�
　　　（４．３％）�

地方消費税交付金�
８億１，０００万円（３．４％）�

繰越金�
５億円（２．１％）�

その他�
１９億４，１３６万円（８．２％）�

２３８億円�

歳　出�

土木費�
５１億３，１８６万円�
　　　（２１．５％）�

民生費�
６２億２，５６６万円�
　　　（２６．２％）�

総務費�
３０億６，２９６万円�
　　　（１２．９％）�

教育費�
２８億２，５１４万円�
　　　（１１．９％）�

公債費�
１８億９，７０６万円（８．０％）�

衛生費�
２２億６，５０５万円�
　　　（９．５％）�

消防費�
１１億４２万円（４．６％）�

商工費�
６億１，３７８万円（２．６％）�

議会費�
２億８，３４７万円（１．２％）�

その他�
３億９，４６０万円（１．６％）�

●
昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
、
北
海
道
夕

張
市
が
財
政
再
建
団
体
に
転
落
す
る
と
い

う
衝
撃
が
全
国
を
走
っ
た
。
こ
の
財
政
破

綻
に
よ
り
市
民
生
活
に
は
、
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
の
廃
止
や
公
共
料
金
の
値
上
げ
な
ど

大
き
な
負
担
を
強
い
る
こ
と
と
な
っ
た
。

各
地
方
自
治
体
に
お
い
て
も
同
様
な
事
態

を
招
か
な
い
よ
う
一
層
の
行
財
政
改
革
を

推
進
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
と
と
も
に
、

本
市
の
将
来
の
あ
り
方
に
つ
い
て
論
議
を

深
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
本
予
算
は
引
き

続
き
堅
実
で
は
あ
る
も
の
の
、
市
民
生
活

の
充
実
、
向
上
を
第
一
義
と
し
て
政
策
を

進
め
る
実
践
的
な
予
算
と
し
て
編
成
さ
れ
、

市
民
に
や
さ
し
く
生
き
る
力
を
育
て
る
施

策
等
が
随
所
に
盛
り
込
ま
れ
た
き
め
細
や

か
な
予
算
で
あ
る
と
評
価
す
る
。
ま
た
、

市
民
に
は
、
平
成
十
九
年
度
か
ら
の
個
人

市
県
民
税
へ
の
税
源
移
譲
は
、
新
た
な
水

源
環
境
保
全
税
と
と
も
に
、
増
税
感
が
増

す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
中
で
、
子
育
て
支

援
で
は
、
小
児
医
療
の
通
院
医
療
費
助
成

の
拡
充
や
、
子
育
て
を
市
内
事
業
所
等
と

と
も
に
支
え
る
「
子
育
て
応
援
パ
ス
ポ
ー

ト
事
業
」
等
を
計
画
し
、
ま
た
、
公
立
保

育
園
の
土
曜
日
開
所
時
間
を
延
長
し
て
子

賛賛　
成成

育
て
世
帯
の
就
労
支
援
を
図
る
な
ど
、
時

代
の
要
請
や
市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
と
ら

え
た
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
今
後

の
市
政
運
営
に
お
い
て
も
、
市
民
が
実
感

で
き
る
成
果
を
重
視
し
た
施
策
を
展
開
す

る
よ
う
お
願
い
し
、本
予
算
に
賛
成
す
る
。

●
平
成
十
九
年
度
我
が
国
経
済
は
、
自
律

的
・
持
続
的
な
成
長
が
予
測
さ
れ
る
も
、

地
方
財
政
は
、
財
政
計
画
の
規
模
を
抑
制

し
て
も
大
幅
な
財
源
不
足
の
状
況
に
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。
社
会
保
障
関
係
経
費

の
増
大
が
今
後
、
財
政
経
営
を
圧
迫
す
る

と
懸
念
さ
れ
、
歳
出
・
歳
入
一
体
改
革
は
、

歳
出
の
抑
制
と
重
点
化
を
進
め
、
自
主
財

源
の
確
保
策
を
問
う
な
ど
、
効
率
的
で
持

続
可
能
な
財
政
を
求
め
て
い
る
。
こ
う
し

た
中
、
本
予
算
は
二
百
三
十
八
億
円
で
、

前
年
度
比
三
億
五
千
万
円
、
一
・
五
％
増

で
あ
る
。
歳
入
は
、
市
税
の
定
率
減
税
廃

止
や
税
源
移
譲
、
好
調
な
企
業
業
績
か
ら

増
収
を
見
込
ん
で
い
る
。
一
方
、
普
通
交

付
税
は
、引
き
続
き
不
交
付
が
見
込
ま
れ
、

さ
ら
に
地
方
譲
与
税
の
う
ち
所
得
譲
与
税

は
税
源
移
譲
に
よ
り
廃
止
、
加
え
て
地
方

特
例
交
付
金
の
大
幅
な
縮
小
な
ど
、
全
体

で
は
、
引
き
続
き
厳
し
い
状
況
と
思
わ
れ

る
。
歳
出
で
は
、九
つ
の
政
策
を
基
本
に
、

子
育
て
支
援
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
施
策
、
都

市
基
盤
整
備
の
推
進
に
重
点
を
置
い
た
堅

実
で
あ
り
な
が
ら
も
政
策
推
進
を
取
り
入

れ
た
予
算
で
あ
る
。
中
で
も
、
夏
休
み
に

大
学
生
と
子
ど
も
達
の
触
れ
合
い
や
交
流

の
場
を
提
供
す
る
わ
い
わ
い
プ
ラ
ザ
事
業

や
（
仮
称
）
稲
荷
山
運
動
公
園
の
整
備
着

手
な
ど
新
た
な
施
策
が
随
所
に
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
と
評
価
す
る
。
引
き
続
き
、
行

財
政
改
革
へ
の
取
り
組
み
や
歳
出
全
般
の

効
率
化
と
財
源
配
分
の
重
点
化
を
図
る
こ

と
を
お
願
い
し
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

●
行
・
財
政
改
革
で
は
、
臨
時
職
員
を
増

や
し
て
い
る
が
、
個
人
情
報
の
保
護
な
ど

市
職
員
に
求
め
ら
れ
る
内
容
は
高
度
化
し

て
い
る
の
で
、
正
規
職
員
を
確
保
す
る
必

要
が
あ
る
。
安
全
、
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

で
は
、
市
民
が
願
う
警
察
署
の
設
置
が
残

さ
れ
て
い
る
。
基
地
問
題
で
は
、
岩
国
が

空
母
艦
載
機
受
け
入
れ
に
反
対
し
、
補
助

金
を
カ
ッ
ト
さ
れ
る
な
ど
、
補
助
金
の
た

め
に
、
基
地
機
能
の
増
強
を
押
し
付
け
ら

れ
か
ね
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
一
緒
に

跳
ね
返
す
連
帯
の
運
動
が
必
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
国
民
保
護
計
画
の
も
と
、
基
地

を
守
る
た
め
に
、
市
職
員
や
市
内
の
技
術

者
が
動
員
さ
れ
る
危
険
性
を
指
摘
す
る
。

教
育
で
は
、
少
人
数
学
級
の
実
施
で
、
一

人
一
人
に
行
き
届
い
た
教
育
環
境
を
保
全

す
る
よ
う
期
待
す
る
。
東
名
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
で
は
、
事
業
の
進
行
を
促
進
す
る

こ
と
が
優
先
さ
れ
、
市
民
が
賛
否
を
判
断

で
き
る
説
明
の
不
足
が
問
題
に
な
る
と
思

わ
れ
る
。
商
店
街
の
活
性
化
で
は
、
活
性

化
の
前
に
、
大
企
業
の
進
出
で
大
き
な
打

撃
を
受
け
て
い
る
の
で
、
駐
車
場
対
策
や

高
齢
者
な
ど
個
人
消
費
者
へ
の
対
応
な
ど
、

発
想
の
転
換
を
求
め
る
。環
境
問
題
で
は
、

生
ご
み
処
理
容
器
購
入
費
補
助
な
ど
で
、

ご
み
の
減
量
化
に
努
力
し
て
い
る
が
、
投

棄
防
止
条
例
の
罰
則
で
、
減
量
よ
り
隣
近

所
で
通
報
が
優
先
さ
れ
る
こ
と
を
危
惧
す

る
。
こ
れ
ら
の
点
と
、
今
こ
そ
暮
ら
し
優

先
の
お
金
の
使
い
方
に
切
り
替
え
る
こ
と

を
指
摘
し
て
、
本
予
算
に
反
対
す
る
。

●
地
域
活
性
化
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
促
進

事
業
と
し
て
三
百
七
十
六
万
六
千
円
が
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
予
算
は
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
市
民
理
解
を
深
め
る

た
め
の
も
の
と
い
う
説
明
で
あ
る
。本
来
、

こ
の
事
業
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
イ
ン
ボ
ル
ブ
メ

ン
ト
を
導
入
し
て
、
市
民
と
協
働
で
計
画

立
案
し
、計
画
の
初
期
段
階
に
お
い
て
は
、

市
民
の
関
心
を
高
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
整

備
段
階
で
は
、
市
民
や
各
種
団
体
の
意
見

を
計
画
決
定
前
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
行

政
の
払
う
べ
き
努
力
で
あ
っ
た
。
市
は
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
事
業
が
、
県
主
体
の
事

業
と
い
う
主
張
で
、
市
内
の
議
論
よ
り
も

先
に
周
辺
七
市
一
町
を
巻
き
込
ん
だ
要
望

活
動
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
現
在

で
も
、
市
民
の
合
意
が
不
十
分
な
ま
ま
事

業
が
進
ん
で
お
り
、
自
治
体
負
担
の
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
必
要
で
あ
る
か
、
真
摯

に
議
論
す
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
、
本
市
に
必
要
な
も
の

で
は
な
く
、
県
が
県
央
地
域
の
産
業
活
性

化
を
目
的
と
し
た
広
域
ア
ク
セ
ス
性
の
向

上
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
本
来
な
ら
ば
、
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
を
誘
致
す
る
こ
と
に
よ
る
地

域
負
担
を
き
ち
ん
と
議
論
し
、
県
と
折
衝

す
る
べ
き
で
あ
る
。
本
市
が
目
の
前
に
あ

る
課
題
を
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
よ
っ
て

解
決
し
よ
う
な
ど
と
荒
治
療
す
る
の
で
は

な
く
、
確
実
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
イ
ン
ボ
ル
ブ

メ
ン
ト
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
こ
と
を
希
望
し
、本
予
算
に
反
対
す
る
。

●
新
年
度
予
算
を
見
る
と
歓
迎
す
る
事
業

も
あ
る
が
、
将
来
に
お
い
て
綾
瀬
市
民
の

生
活
に
大
き
く
影
響
す
る
事
業
も
多
く
あ

る
。
財
政
再
建
団
体
と
な
っ
た
夕
張
市
の

現
状
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
最
後
に

責
任
を
負
わ
さ
れ
る
の
は
市
民
で
あ
る
。

国
の
借
金
も
八
百
兆
円
に
上
る
今
、
本
市

で
も
、
子
ど
も
達
の
未
来
に
ツ
ケ
を
押
し

付
け
な
い
財
政
運
営
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
し
か
し
、
今
回
の
予
算
編
成
は
将

来
の
綾
瀬
市
民
の
生
活
環
境
が
悪
化
す
る

と
考
え
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
も

の
で
あ
る
。
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
が
、
諸

問
題
を
積
み
残
し
た
ま
ま
の
産
業
の
活
性

化
や
基
地
を
持
つ
ま
ち
と
し
て
の
特
性
が

際
立
つ
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
果
た
し
て

こ
の
ま
ま
進
ん
で
良
い
の
か
疑
問
で
あ
る
。

地
球
市
民
と
し
て
の
視
点
か
ら
国
内
外
を

問
わ
ず
有
益
な
考
え
方
や
方
法
を
学
び
、

取
り
入
れ
ら
れ
る
も
の
は
取
り
入
れ
る
と

い
う
柔
軟
な
姿
勢
で
、
自
分
た
ち
の
未
来

の
た
め
に
、
環
境
に
考
慮
し
た
施
策
を
進

め
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
電
線
類
の
地

中
化
事
業
、
市
民
を
守
ら
ず
に
国
家
を
守

ろ
う
と
す
る
国
民
保
護
計
画
、
県
で
も
初

め
て
と
言
わ
れ
て
い
る
機
能
の
よ
く
分
か

ら
な
い
大
型
交
番
、
そ
し
て
青
写
真
が
は

っ
き
り
し
な
い
総
合
福
祉
会
館
複
合
施
設

基
金
な
ど
、
今
後
、
透
明
性
の
な
い
事
業

が
進
む
こ
と
を
懸
念
す
る
と
と
も
に
、
予

算
編
成
過
程
を
市
民
に
公
開
し
、
使
い
道

を
市
民
が
判
断
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
必
要

性
を
述
べ
、
本
予
算
に
反
対
す
る
。


